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経
済
史
家
4
し
て
そ
.の
業
顏
を
示
し
て
き
た
署
者
が
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n
o

m
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w
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)

な
る
猶
済
成
長
の
歴
史
的
理
論
を
展
開
し 

た
が
、
こ
の「

I f
段
階」

の
箸
書.
に
お
い
て
も
、
そ 

一»-
:序
戈
に
靡.
べ'て
;1
>:
省
^
;5,

怜
理
論
と_

史
、の
：結
合
；
 

を
試
み
て
い
る
。.
経
済
成
長
に
つ
い
て
の
現
代
の
雄. 

代
経
済
学
的
ァ
プ
口
ー
チ
.は
も
ち
ろ
ん
多
ぐ
の
成
果 

を.
華
げ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
精
緻
な
し
か
し
抽
象
的 

:̂
分
析
は
^
他

腐

ゼ

ぉ

；
ぃ
，
て

.
印

象

的

匕

も

：非

.
靡

史

；熟

な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
o>.
こ
れ.
に

対

し

て

，
ロ
ス
ト

ウ 

は
'為
谪

成

長-

関

述
^
る
：&
要_
;
の

絃

贫

輝

典

び

；
に

」 

.
非

経

済

的

多

様

胜

：を

明

灰

扣

：：に
；

^
:
;

^
集

計

概

象

の

：：ー 

み
な
本
ザ
、賭
部
門
&
関
す
を
分
拆
汝
重
：視
し
、.
極
め
：..；
 

て
て
広
範
な
内
容
を
舍
が
長
期
的
輿
隊
理
論
を
構
成
し
/ 

:

て
い)

る
。>

J

o
i f
i
論
は
歷
^
^
M
,o
段
階
説
；の
：一';種
へ. 

で
あ
る
が
、..
こ
の
理
論
，を
も
つ
ズ
単
に
経
験
め
一
般 

化
た
る
経
験
法
則
と.
み
る
の..で
^
な
く
、.
そ
こ
.に
内 

.
的
論.
理
.と 
>.し.
^
座
摩
ケ
動
学
理
# '
を
導.
入.
じ.
.
.:̂ . 

W
. 

る
。
そ
れ
は
そ
'の
論
理
の
強
靱
さ
に
お
い
て
、

マ
ル 

ク
：
ゾ

ズ

ム

な

ど

-
と
：比
ず
ベ
く
も..な
い.
が
、.
.

こ
.

れ
に
ょ.

っ
て
こ
の
段
階
理
論
に
、..
予
測
と
許
画
べ
の
政
策
的. 

意
義
を
附
与
せ
し
め
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら 

.
な.
い
。

i 

-

.ぶ
：ロ
、ス
；
ト

ダ

：

.
は>
し
©'(

段

階

理

論

を

：基

七

.̂
て
、-:ロ

％

 

ァ
と
ァ
.メ
リ
'力.

の
-
成

長

の

比

較
や
，、
侵
略
と
平
和
の 

問
題
に
及
び
、，
さ
ら
に
マ
ル
タ
，ツ
ズ
ム
と
の
異
同
を 

..明
ら
か
に
す
る
介
ど
、
.極
め
て
現
代
的
な
賭
問
題
を 

提
供
し
て
い
る
。
経
済
が
長
期
的
、
歴
史
的
変
化
の 

蜇
耍
な
一
要
因
で
あ
る
こ
と
を
容
認
し
な
が
ら
、
そ 

れ
が
唯
一
の
決
定
的
耍
因
と
み
る
こ
と
に
は

反
対 

し
、
唯
物
論
で
も
な
く
、
観
念
諭
で
も
な
ベ
、
経
験 

的
に
多
様
な
成
長
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
点
に
お
.い 

r
て
^
短
辑
あ
わ
せ.
含
む
；も
の
:>
:.
思
ゎ
れ
る
-0
':::、, 

'
V)

最
後
：■
邦

訳

も

っ

：
ぃ
B
 

は.
考
え
す
ぎA

I

思

わ

れ

る

点

；も
，あ

.
る.
：よう

； .

で.
あ

る…

满

：ぃ:?
^
る

だ

け

：読

：み

篇
-:

<
す

る
1_..
と

い

_
う
訳
者
一

め
努
力
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
。
，そ
し
て
わ
が
.国
の
読

,#
黎
：に
技
:'

<:
:
こ
©:
裡
亂
ガ
検
討
さ
我
：る
機
会
'を
与
ぇ
"

た
意
義
は
大
き
い
と
思
う
。

(

ダ
ィ
ヤ
モ
ン
ド
社.

A ;
''
5

，
：#
:S
I 
1ニ
四
貢
、
ハ
五
：
八

'0
阿
^ :

丨

富

由

重.
夫

丨
'

•

.

.  

*
...

 

::

氺. 

：氺
：

.

.
1
.0.
六

. ',(

八-

八
'>

4

中

国

近

代

葉

史

の

研

究

』

ド
ゾ

.
ぐ
ー
：：
半

猶

，民

地

*
後

進

国

の

爽

型

驗

し

：
て
极

：
ゎ

れ

、
死

 ̂

:■
■
る
|獅
子
に
尨
擬
、せ>

れ
赵
中
国
が
：独
自
の
社
会
主
義 

経
済
を
お
し
す
す
め
て
い
る
今
日
、
人
は
多
く
そ
の 

:'.
急

：速

な

経

脔

成

畏

の

真

否

、

」

人

民

公

：社

と

ぃ

ぅ

「

像 

大

な」

、

或

ぃ

は「

奇

妙

な」 .v

社.
会

主

_

企

業

粗

織 

の
是_

、：

社
％
主
義
降
営
内
办
経
贫
理
諭
：を
め
ぐ
る. 

ぺ
中
ゾ
の
く
い
ち
が
い
な
ど.
：に
注
目
す
る
が
、
こ
の
中
'
 

'a
経
済
の
変
貌
：過
程
の
理
論
的
分
析
：の
最
も
重
要
な 

基
礎
：の)

一
：
つ
は
、IH
中
国
に
お
げ
る
資
本
主
義
の
発 

:
達.
の
也
方
^
程
度
の
確
定
で.
ぁ
：ろ
5;
0
当
時
か
世
界 

..
資
本
主
義
市
場c

と

く

ぬ

資

本

輸

出

.
に
つ
ぃ
て
つ
に
お 

げ
る
中
国
©
位
置
と
ぞ
れ
と
の
関
連
に
お
け
る
民
族 

資.
本
め
：発
展
の
_̂

と

程

度

：
の
：
論

理

的

解

明

は

そ

れ 

自

体

と'じ
'て
、重

要

：な
：斫

究

課

題

^
あ
-?
>
に
と
：ど
ま
ら 

ず
、：
赴
会
主
義
経
済
へ」

參
行
の
条
件
の
検
討
と
し 

v

も
：極
め.
て
：
問
題
一
で
ぁ
：る

が

、

未

だ

#

系

的

に

考

奔
 

さ
れ.
て

き

た

と

は

い

え

な

い

タ
'•

'
本
'書
は
所
謂.「

資
本
主
義
の
萠
芽」

な
ぃ
し
.

「

商 

'

ロ1

库

の

評

価1—
'

ン'
を
，^

ぐ

り

、

戦

後

故

多

く

め

.す

ぐ

.

れ
た
労
作
と
そ
の
批
判
に
-<
}:
?
て
：ぅ

ち

ぢ

て

ら

'
れ

た

 

'は
す

な.
わ

ち

中

国

的
.
近

代

的

企

業

資

本

の

類

型

：を
明

.

.

.

.

. 

•
 

•
 

.
 

-
 

•
 

•
 

•
 

'
 
•

水
準
を
：ふ
ま
；え'つ
つ'
、
中
国
に
お「

け

る

資

本

主

義

の：

ら
か
：に
ず
る|

ヤ
れ
が
> '
く
に.
日
猜
戦
争
を
：め
ぐ 

形
成
：

(

そ
れ
の
：
\
^
|)

，
近
代
産
業.
：
の

輪

：
立

過

程

：
を

---

\

マ
て
日
本
経
済
め
維
新
以
後
に
：お
け
る
一
資
本
主
義
の
：
 

本
と
し
て
よ
ら
え
ょ
ぅ
と
す
る
カ
作
で
あ
る
。
7.

へ

%

展
：と
对
比
，さ
れ
ぅ
る
条
件
を
提
供
す
る
、

な
ど
に

.

ン
戦
争
を
は
さ
：ん.i:

時

系

列

の

：、
，

^
る
：
い
,
は

ー

時

点'.
.
特

色

の

ー

，
端

，が

あ

る

。
:--

:
.

>
.
,

'

'• 

.

.

.

.

 
........

..• 
• 

: 

■ 
; 

■

に
：お
け
多
生
産
構
造
の
、
極
め
て
高
い
連
論
水
準
か.
：
尚
、：；本
論
の
■一：膝
れ
展
開
点
で
あ
る
.上
海
機
器
歡 

ら
な
さ
机
名
靡
史
家
は
し
<

め
；実

証

分

析
'.
<
0
確
か
さ
:

識
局
：4
外
国
^
の
工
業
精
、
更
に
■
え
：ら
れ
た 
>
淸
末

は
、

箸
者
の
、
長

年

や

審

積

.

を

背

景

と

.す

る

位

置

か

ち

' 

導

き

：出̂

れ

る
: %

の
^

あ
；り
、
パ
研
'

究
.

者
"

に
.と

つ

て

あ 

り
が
.

た
い
*

物

で

あ

る

。

と
く
セ
従
来
鋭
く
論
：究
さ
れ
為
が
ら
個
々：

に
考
察 

さ

れ

て

...'い

.

た
7
'

■'へ、X
.

戦
争
以
前
.の
中
国
自
体
ょ
.■り

す. 

:

る
：商
ロ
^

摩
0:
発
展
C
-8
一‘：描
業)

ハ(

と
：
商

業

、
窩

利
 

:

資
資
本
^
存
在
形
顧
を
、；中
国
独
自
の
中
央
集
権
的 

官
僚
組
織
：•
下

部

組

織

セ

：
の

蓄

寧

の

：

様

態

の

中

ザ、.

;

や

ま

り

：
前

資

本

主

義

的

メ

；

：力
：：

そ

ズ

ム
'

- c
)

4 >.

国

的#

成
 

と

し

，
て

、

体

系

的

に

.

と
ら
え
.ら
れ
た
こ
と
、

ァ
へ
ン 

戦

争

以

後

め

：
：
へ

「

近

代

産

業

の

成

立

」

：
を
..
'「

新

資

本

の

ー 

成
立」

と
し
そ
と.

ら
ぇ
、
葙
京
条
約
以
後
の
関
税
無 

'防
備

：：
，
治

外

法

權

成

：
立

：
過

程

で

：
外

国

資

本

-

華
！

i

資
：
 

本

•

近
代
企
業
の
傾
斜
を
も
ち
ぅ
る
洋
務
派
官
僚
資 

本
の
交
渉
の
中
で
、
相
互
に
.規
定
さ
れ
変
化
す
る
も 

の
と
し
て
牲
格
が

4

ぇ
ら
れ
て
ぃ
る
こ
と
|

そ
れ

の

漢

陽

製

鉄

所

，

.
の

設

立:̂
鉄

遒

国

有

政

策
•
鉄

道

利. 

'顧
の

：
分
：析

亦

、

;..
:-;-
の

時

期

：の
.
中

国

経

済

：
に
ぃ
；
か

'な
る

； 

意

義

を

，持
.
つ

か

は'い
ぅ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る

0 

;
:;
:-:
尚
本
書.
は
；

丨
バ
1
ド
燕
京
研
究
所
：の
出
販.
補
肋. 

に
：ょ.
っ
て
：い
る
。
:■,(

京
都
大
学
$

部
東
洋
皮
研
究
；
 

会

発

行

へ

，昭
和
三
へ
六

.
年

五̂

1.
6
日

>
:
厶5'.

五
2t 

六

頁•

一

三

〇0
円)

.

•
丨

军

野

狗

子

丨

次

留

間

般

造

、

宇

野

弘

葳

、

.：他
謂

'
:
:
;'
/''
.
:
..;

M

K

M
.

0

:',
:本
辞
ー
典
は
、
-.-:『

資

本

論1
を

学

ぼ5'
)
^ ;
:̂
: 

:
必
；
.
手
び
：
务
：ど
；し
^
,'-»;.『

資

本_

』

ー
に
；
ぉ
；：

^'
知

経

済

学

(

:土
;'
0
諸.
概«

':
:
灘
解
な
記
：述
、.\
'.
'横
成
；等
兮&

^

、
':
'-. 

『

資
本
論』

へ.
か
理
解
を
容
嚴
に̂

ょ
ー̂

ー
と
ハ
レ̂̂
^

で
，
あ

る

。

-

.

.'
■

内.
容
一
は
、
，ま

ず

第

一

部

「

事
項
目」

.

に

お

い

て

.
、

.
雲

本

篇.』

：
：
：：
を
：沖

心

.
に

-'
'-.
マ
ル
'>
ス
蘇
済
学
の
諸
概 

念
が
解
明
さ
れ
ポ
い'̂
。
四
0

0

項
目
、
：
四
六
五
頁 

に
わ
‘た

る

尨

大
- *
解
：説.
.
で.
あ.
り
、
関
係
あ
；
'る
原
血C

個 

所

も

；
く

わ
^

べ
指
：示
さ
れ
て
い
る

0

.

ベ
、
：
：
第
1
S.「

人
名
項
目」

' 
故
、
，『

資
本
論J

.
『

剰
余 

如
1

變

』

、
1
_

学

批

雀

、
等

で

、

：
マ
.：
ル

ク

ス 

が
輪
討
•批
判
し
た
多
数
の
人
物
に
つ
いて、
一
般
的 

.
な
解
韻
を
行
ぅ
と
，と
も
に
.、
そ
れ
ら
に
か
ん
す
る
マ 

ル
ク
ス
の
記
述
を
整
理
し
て
い
る0:
'-
;『

資
本
論』

は 

「

経
済
学
批
判」

：と
1 '
:.
ぅ

副

膨

を
.%
ち
、ー
.
き.
わ
め
て
'
 

#
く
办
：：諸
学
説
を.検
討
>
批
判
从
て
1 '
:
:る
だ
：け
に
、 

;
こ
の
人
'名

項

目.%
:
ー：
- :
0
余
名
'に
わ̂

.
 

:
:
第
三
：部
は
、『

資
本
論』

：総
目
次
、じ

『

資
本
論』

の 

構
成
、
：

『

資
本
論1

む
：成
立
；史
、

f

資
本
論』

':

に
.か
ん 

す

る

年

考f

資
本
論I

に
引
用
さ
れ
て
い
る
故
事 

:
め.
解
説
、*,.
'

『

資
本
論』

，各
-0
語
版
©;
:
解
題
を
，ふ
く
ん

で

い

る。■ 

•  
,

,

.

卷
末
ぬ
は
、
：.：和
独
苘
語
 

人

名

を. 

参
照
で
奢
る̂

先
に
配
慮̂

れ

た

崇

引

が

づ
^-
ら

れ

(

:'
以
上
,
本
辞
興
は
、
難
解
と
r
l>
わ
，れ
；る

『

資

本

:-

V

:

.'.

.

ー0

七

':
:
:(

<

三
：
九>
/



論』

の
理
解
を
容

I#

に
す
る
た
め
に
、
綿
密
な
る
配 

慮
が
は
ら
わ
れ
て
お
り
、

『

資
本
論』

.
マ
ル
ク
ス
経 

済
学
を
学
ぽ
う
と
す
る
者
に
と
つ
て
き
わ
め
て
便
利 

で
あ
る
。

，

:;
:
ぜ
ぶ
お
：、
孰

擊

陴

も

、
わ
；が

国

第

vl;

線
'の
せ

先̂
^
^

済
学
者
六
八
名
を.
動
員
し
て
お
り
、
そ
の
メ
ン
バー

 

ほ.
、
：編
輯
者
の
久
留
間
鮫
造
、
：：宇
野
弘
蔵
、
岡
崎
、次
：
 

■郎
、.
大
島
清
、
杉
本
俊
朗
氏
と
い
う
顔
ぶ
れ
か
ら
も 

推
察
ぎ
れ
る
ご
>'
;<
1:
;:
'
立
廣
^
か

な

.
^
見

な

る

人

 々

を

ふ
',

<
ん
^
い
ー
る
：
'-
0,
縞

輯

者* :
と
が
き
に
ょ
。る

と
、
.'
'
 

『

資
本
論

』

に
か
ん
す
る
独
自
の
解
釈
や
研
究
成
果 

を
も
り
こ
む
こ
と
を
で
き
る
だ
け
さ
け
て
、

マ
ル
ク 

ス
の
'叙
述
を
：精
確
；

u

要.
約
す
：る「

の_ M

眼
と)

し
て
編 

輯
さ
れ
た.
ょ
う
で
あ
る
'0

;,
こ
■

患

た
多
糠
灰
執
筆
者
の
；構
成
、，：

執
筆
方
針

な
か•に
は
、
い
ま
な
お
解
釈
上
の
対
立
の
あ
る
も
の

分
に
は
、

マ-
ル
ク
ス
.の
叙
述
自
体
に
不
明
確
な
と
こ 

萬
も
^
る
b:
た
ハ
と
：
束

:.
0
韋

：に
.3
5
け
$-
;.「

市

場

価

値

規

制

」

か
問
：題
、

：

同
第
一 

:

五

章

：

f

抓

潤

：率

の

傾

询

晰

掘

落

法

則

：の
内
俯
諸
矛
：
盾 

'の
展
開
：；
^
ど
“

れ̂

る

も

ダ

の

卸

容

^

同

章

第

三

節 

の「

資
本

©:絶
対
的
過
剰」

'ち
め.
ぐ

る

問
題
等
は
い
.ず 

れ
も
い
ろ
い
ろ
議
論
の
多
い.
と

こ

-̂
で

あ

る

が

、

.そ 

れ

^
%:
が

が

ら̂
ず

A
V-
-れ
ら
に
，つ
パ
ぃ

ば̂
執
筆
者 

.
の
賞
解:(

独
自

的

：解

职

)

.へ
が
の

ベ
，ら
'れ
て.
^
る
に
す 

ぎ
ず
、
い
ろ
い
ろ
の
議
論
の
内
容
や
、
今
後
な
お
檢 

談.
す.
ぺ(

き
論
点
£0
所
在
は
指
摘
さ
が
で
い
な
だ
。

:
..
'し
か
し
な
が
ら
、r

資
本
論』

；；
の.
理
解
^
真
^
ふ
：
 

か
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
執
筆

:
v

 

:
ー
0
八
バ
八
四
〇)

：

|.立
、''-.
未
解
欢
の.
論
点
等
を
明
白
に
指
摘
す
る
と
'い
ぅ. 

_こ
と
■の
方
，が
よ.
り
親
切
，■な
配
慮
Mで.
■は
，な
か
■っ
た
-ろ
ぅ 

か'。.
そ

の

方

が

、

こ
の
辞
典
を
ー
よ

*>
'
:
有

効

な

も

の

と 

し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
ぅ
か

o (IE

木
蚩
气
店
.
A 

5
'

七
六.
六
頁

1.
}
ん
0
0.
@

:

—

井
村.
喜
代
子一

•.

*...
 

■木...  

..糸
.. 
.
.-,
:■
!■■
.

フ
レ
ド
リ
ッ
ク
•
ベ
ナ
ム
著

:

,:F
後

進

諸

国

へ

：の

経

済

援

助

.

』

F
re

d
e

ric

b je
n

h
a
m

.  E
c
o

n
o

m
ic

 A
id

• 

.

.

.

.

.

.
- 
-
.

to

 

u

-ae
H

d
e
ve

lo
p

e
d

 

C
o

u
n

trie
s,  

o
x

fo
H

d
a

n
iv

e
rs

ity

 

P
re

ss,  

1
9
6
1
.

.

.:.
■: 

: 
.
ノ'.
.
' 

*
.

一'

•:
.
.
後

.
進

：諸

国

が

：急

速

な

経

済

発

展

..
を

成

し

逯

げ

、

一
 

入

当
り

：..

の

国

民

所

得

#増
.大

ざ

せ

、

生

活

水

準

を

高
 

め
。

先

進

国

と

の

'間の
：発

展

の

格

差

を

せ

ば

め

て

い
 

く

た

め

..
の

最

も

重

要

：な

•手

段

の

1

つ

.とし
て

、

先

進
 

諸

国

か

ら

：の
：経

済

援

助

が

：存

在

す

る

。

最

近

、
D
A 

G.C->A 

A
O

)

と 

I
D
A
の

設

立

お

よ

び 

s
U
N
F 

--
E
B
:
の

棰

想

な

ど

.によ
り

、

释

済

援

助

匕

対

す

■る

関
 

心

は

益

：：々

'高ま
り

、

そ

の

重

要

性

は

ま

し

て

い

る

。

が

パ

；ー

_

で
は
本
辞
典
の

>..」

と
^:
き

わ
^
て.
多
面
的
，
者

©
見
解

^
と
も
^
ノ

反

対'の.
見

醉

を4-
解

説

.す
る 

で
、'泡
大
な
响

;#
を
河
能
に
し
ー
た

.
ネ
い
ぇ
る
，

，

配
谨
が
必
耍
ザ
^
ろ
う
し
、

『

資
本
論

』

に
お
い
て 

か
し
な
が
ら
、
他
面
で.
は
、■
 •.
こ
う
し
た
執
筆
方
針
が，

残
$
れ
て
，
.
い
る
問
題
点
、
.不
拥
確
な
点
も
指
滴
し
て 

却
っ
ぺ
内
容
的
な
制
約
を
も
た
ら
レ
た
よ
う
に
も
思
'
 

ほ
し
か
っ.
た
と
思
う
。
ぎ
わ
め
て
む

つ'.

か
し
い
諸
問 

わ
れ
る

0
.

マ
ル
；ク
夂
の
叙
述
を
精
確
に
要
約
す
る
と
ゝ

.

犀.

を
対
廣
と
し.
た
，『

資
本
論』
：め
解
説
に
あ
た
：っ.
て
：

い
っ
て
も
、
研
究
対
象
が
複
雑
：•
難

解

：な
：も

め

で

今

,
は
、.
独.
自

的

鬼

解

、
：
：
研
：究
：成

臬

を

AT
り

：入
れ
な.
い
と 

れ
ば
あ
る
だ
け
、
そ
こ
に
独
自
的
解
釈
が
入
り
こ
ま
い

う

；こ

自̂
体
に
無
理
が
あ
る
の.
で
_あ

て̂
、
：む
し

ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
事
実

.『

資
本
論』

：
の

ろ

、一
研
，究
成
果
を
積
極
的.-
に
ど
.々
入
：
.
れ
、
解
釈•
の

対_

本
書
は
、
こ
：の
：経
済
援
助
'に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

.
問
題
を
き
わ
め
て.
要
領.
よ
ベ
と
-(
>.
あ
げ
、
'

「

百

-
十
頁 

の
小
冊.
子
に
ま
と
め
^

す
：ぐ

れ

た'慨
説

書

で
.
あ

る
。
.- 

:.
本

書

は

、-

、.
後

讓

国

、::':ニ
、.:
:
経

済

梭

脉

の

添

一 

れ
、
三
、
国
際
貿
易
、
四
、.
民
間
資
本
' 
_或

:;
'

経

済
 

援

助

め

将

来

、
、
の
：五

章

；ょ

り

な

>0  
0

吏

ず 
一
#
で
一著
 

者

は

、
へ
先
*
後

進

国

々

定

義
.(

V

人

当

り

の

：
実

質

所

：
：
 

得

と

エ

業

化

の

，程

糜

に

：
ょ
：る

0
を

仗

な

い

、
そ

の
M
者 

の

間

の

坐

活

：水

準

0
格

差

が

乘

常

に

犬

で

あ

り

、

冬

.
： 

:
ら

に

：後

進

：諸

国

間

に

：

:%
大
き
な
格
差
が
存
：す
る
と
と 

を
指
摘
し
、
：何
故
後
進
諸
国
が
経
済
擴
部
ネ
必
莱
と. 

す
る
か
.̂
.

明
：ら
'か-
と
す
る
0
.
;
ソー
 

:

一，一.章
で
。は
、
経
済
援
助
の
定
義
ゼ：

行
^
い
、：
国
連
一
：：'
 

に
な
ち
つ
^
、
；：：
.『

政
府
ま
衫
は
国
際
機
関
虼
よ
:-
:て
；.：
 

な
さ

れ

：る

軍

事

：目

的

：以

外

，の
：完

全

.な

贈

^
と
純
長
肌
：.
 

借

款(

五
郎
以
上)

ょ
り
な
る』

と
し
'、
M
t

援
助.
'
 

供

与

国.が
含
め
右
民
間
資
#
投
費
；と
紙
出
信
瓶
ど
：ば
1 

援

助

；か

ら

除
# :
し.
て
い
へ
る
。
援
助
の
現
状
と
し
て
、
 

そ
の
総
餅
、
：/形
親
、
' 径
路
、
：
_

奥
な
傲
与)

国
本
要
取
：
 

国

と
が
分
析
さ
れ
、
援
助
総
領
が
少
な
く
、
そ
れ
が 

少
数
の
：国.
々
に
与
え
ら.
れ
、
借
款
が•
赠
与
‘に
代
つ
て 

大

き

な

比

率

：
を

嵌

め

；
、
：
麵

塵

黹

国

0'
援
胁
紙
ば
比
軟
：
 

的
小
さ.
い
：こ

と
が
示
^
れ

る
,:
0
,
一

 
一
一#
で
；は
：、
*
助
，̂ 

り
：も
：質
易
を
.と1;
>
令

屋

賭

国

の

；願

望

與

玛

当

：が

：_

新

刊

紹

.
介

か

を

中

心

：に
、

.
国
際
貿
易
の
問
題
が
究
明
さ
れ
、'.後

：'
'

.
進
諸
国
の
：輪
也
取
入
、の
增
太
：と
免
定
は
困
難
で
あ
.、

.
り
、.
ま
た
ミ
れ
：が
達
成.し
え
て
も
、
そ

の
収
入
を
発 

.
展.
の
た
め
の
虫
冉
の
、増
加
に

)

肉
け
一
る
必
然
性
は
な
い 

と
し
て
、
ヾ
接
助
の
経
済
：発̂
に
％

け
知
重
數
極
と#
:」

：. 

'易

に

：
対

ず

る

優

越

性

；
を

.
主.
張

：
す

：
る

.
0:

こ
0
章

に
此

新

？

.
し
い
指
摘
が-
数

多

メ

み

ら

れ

ク

與

味

ぎ

ひ

，
：
か

れ

^

。':
;

:
 

四

章.
で

は

：
、
：
：
民

間

聚

本

の

流

れ

含

分

析

し

：
、

-^
れ 

演
：ず
る
役
割
を
考
察
す
る
タ
民
間
資
本
は
邊
期
資
本
；

'/

.(

直
接
投
賛
：と
|1
£
券
投«)

-
と
中
期
ま
''
た
^
短
期
資
へ
：
 

"本

(

輸
出
信
用)

と
に
分.
か
れ
、
前
者
は
、

.
主
：と
し 

ノ
て
直
捧
投
資
一
の
形
を
：
.
と
め
、

：先
進
国
と
右
；拽
.
鉱
物
.',

の
：豊

富

な

後

進

国

：お

ょ

.
び
^
で
：
.
に

あ

る

発

展

：

段
：：

',...
:
階
垮
逢
し
.
相
'̂
が

拡

大

市

場

を

も
^
国

：々

に̂
ホ
:̂. 

れ
、"：

戦

紙

、
、
後

進

諸

国

に

：
お

1ぃ
：て
、
：：
直

接

投

奪

の

:̂
: 

さ

れ

る

範
.
囲
は
か
な
り

‘せ
ば
め
ら
れ

•
て
い
る
。
し
か

し

截

接

唐

ゅ

科

チ

扠

ょ

ぴ

元

本

#
返
辑
の
|義
務
^ :-::

負
わ
ず
、
さ
ら
に
，.そ
の
経
済
発
展
に
お
い
て
演
ず
る 

ノ
役
割
は
：重
要
せ
^
り
、
？
こ̂

»
み

を

伲

進

予

：
る

 
一%

:

い
めS 
:後
难

鬣

が'寛

症

霞
■

極
的
な
：政

駕“

.
講

ず

る.
必
霧
性
ぼ
も
し
て
ー
い
ー
る
於
、

'
擇

脉

：
於

不

_羽

と

:.
.. 

す
る
ほ
ど

9

投
資
は
行
な
わ
れ
て
い
ず
、
将
来
し
期 

'待
じ.
も.
な

い

。
：

.
五
章
で
は
7

.
に.
経
：済

援

助

，の

間

題

を

集

中

的
に

，
論

究

.
す
る
0
ま
ず 

援

助

を

与

：え

.
る
動
機.は
、
貧
し
い
国
を
援

助

す

る 

'こ
と'が
富
め
る
.
国

の.
当
然
の
，道

徳

的

義

務

：で
あ
る
こ 

と
：
に
存
：す

岑

と

し

、

-:
.実

際

的

な

動

機

た

る

共

産

主

義 

;.
'

'̂
食
防
一
ズ
手'段
お.
ょ

か

輸

出

促

進

の

た

.め
の
手
段
の 

_ ,14  
:つ.
を
，'そ
め
目
的
を.
：ゆ
が
め
：る
も
の
で
：あ
る
と
し 

:

て.

# .
難

，し
.、
/
,
;
:
.
.
さ

ら
に

経

済

援

助

..に

^
対
す
.る
®
_々
な
‘
 

:
名
論
議
含
検
射
し
、
こ
れ
に
反
論
>
.
て
い
る
。

. 
ー1'
:
結

論

土
_

し

，
て

、

著

考

は

、

B

>

.
経

済

援

助

は

あ

く
 

^

後
進
諸
国
の'».
ま
れ
ざ
ホ
人
タ
の
贫
困
を
救
い
、 

.経
済
発
展
の
促
進
に
資
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と

'>
㈡ 

'
援
助
が
形
態#

利
子
；
•

•:
7
c本
：の.
返

済

を

必

要

と

.
オ

る
 

借
款
セ
：は
な
ぐ
：

V

贈
与.
で
あ
：る.
こ.
と
、' .
:
:

E
、
：

相
互的

：： 

で
は
な
く'
_

連
の
諸
機
関
や
そ
の
#
の
国
際
機
関 

^ ..
通
'1
:
.
て
行
な
わ
れ
ゥ
：必
要
ヒ
応
じ
て
援
助
を
分
配
；. 

し
、

さ
ら
に
有
効
に
：利
甩
さ
.
れ
る
，よ
タ
に
監
視
す
：る 

一.
必
要
が
あ.
る
こ
と
、/
赞

：：基
本
的.
人

権

と

個

人

，
の
.
自
 

;,
由

の

；
保

持

：
と

人

0

增
加
の
軽
減
以
外
の
付
帯
条
#

ゅ 

つ
け
ず
に
：無
条
件
一
で
援
助
を
与
え
ざ
こ
と
、

.
：㈤

、

後
：
 

,
助
額.
は
#

常
乾
不
足.
し
：て
お.
ヴ
、:
先
進
国
が
：与
え
ぅ
、

-

る
か
ぎ
り
多
く
を
：与
え
：

K?

必
要
が
あ
る
'こ
と
を
主
張
：
 

し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
経
済
援
塊
に
よ
っ
て 

:
後
進
諸
国
の
^
康
を
促
進
1>
、

生
：活

水

準

を

向

；上

,

.

.

.
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